Lesson 18  Making a Presentation 
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＜目標＞
聴衆を前にしたコミュニケーション活動のひとつとして，自分の町を紹介するプレゼンテーションを行えるようになることが最終的な目標となる。これまでのレッスンでも，その最終活動として発表をさせる機会を多く与えてきた。改めて今回は，これまでに行ってきた英語による発表活動を土台としつつ，言語外の手段も含めたより実践的なプレゼンテーションの行い方について学ばせる。プレゼンテーションのような活動では，たくさんの聴衆に対して，ほぼ一方通行でのコミュニケーションをとらなくてはならない。その効果的な実現のためにはいろいろな作法を意識する必要があるが，このレッスンではそれらの事柄についてステップを踏んで練習を行っていき，最終的には各生徒が自信を持ってプレゼンテーションを行えるようになることを目指したい。
Lesson 17のスキットも同様であるが，プレゼンテーションは会話と異なり，聞き手の数が大幅に増え，発話者と聞き手との間のインタラクションが限定的となってしまう点が特徴として挙げられる。したがって，聴衆の存在を意識して発表活動を行うことがより一層重要となる。聞き手を引きつけるためには，正確かつ自然な英語を話すことに加え，声のボリューム・ストレス・トーン・イントネーション，および，身ぶり手ぶり・表情・アイコンタクトといった点についても意識させる必要がある。また場合によっては図や絵を効果的に用いて，わかりやすくプレゼンを行う工夫も求められる。良いプレゼンの実現のためには，これらの点を理解したうえで，原稿や提示物をしっかりと準備してから，繰り返しリハーサルを行うことが鍵となる。
また同時に，教室という環境の中において，「聴衆」はほかの生徒となる。プレゼンを聞く際には，しっかりとけじめをつけさせ，聞き手として立派な姿勢や態度を身につけさせるよう指導されたい。
咋今では，インターネットの普及にともなって，情報収集が容易になってきている。発表を準備させる段階で，情報の信頼性やバイアスの有無に基づいた情報の取捨選択の方法について触れ，生徒がどのように情報を集め用いるべきかについて指導すると，より効果的な発表につなげることができるだろう。この点については情報科の授業と連携した教科横断的な活動の可能性をぜひ模索されたい。


■授業展開例１（週２時間の場合）
週に２時間と想定し，１レッスンあたりの配当時間を２時間とした。

1時間目：Warm Up, Step 1-3 (pp. 104-107)
2時間目：Evaluation (p. 108)

１時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Warm Up，Step 1（p. 104）
① 教科書の文を教師がモデルとなり発表を行う。
② 何人かの生徒に発表者と仮定して発話させる。プレゼンテーション原稿にどのような特徴があるか，気付いた点を述べさせる。
	
教師は実際に視覚資料を用いながら模擬発表を行うと，生徒が本番のイメージをつけやすい。ただ英文を読み上げるのではなく，人前で発表することを前提とした音読をさせる。その際に適切となる声のトーンやストレスを意識させつつ，なるべく多くの生徒に発話させたい。
	15分

	２
	Step 2（p. 105）
① プレゼンテーション原稿の書き方や構成について理解させる。
② 通常の英文との違いを理解させたうえで，音読する際の注意点を把握させる。
	
問いかけや図版を示す表現など，プレゼンテーション特有の言い回しがあるので，これらを適切に使いこなせるように指導されたい。　また，実際に発表する際の細かい仕草もここで指導するとよい。
	15分

	３
	Step 3（pp. 106-107）
① 表の手順に従って，プレゼンテーションに必要な町の情報を書かせる。
② どのような図版が必要になるかを考えさせて，原稿の大まかなプロットを作らせる。
③ 視覚資料を効果的に使う方法を考えさせる。
	
時間内にプレゼンテーション原稿を書ききるのは難しいので，宿題とする。どのような点に注意して原稿執筆や図版の準備を行えばよいか，机間指導にあたる必要がある。
視覚資料には，プリント，大きく印刷された写真やグラフなど，様々な形態があるので，それぞれ目的に適った使い方になるよう指導されたい。
	20分




２時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Step 3（pp. 107-108）
① ペアでプレゼンの練習を行い，気づいたことを指摘させ合う。
② Evaluation Sheet を発表者の数だけ配布した後，発表者にプレゼンをさせる。聞き手には毎回， 発表を聞いた後にEvaluation Sheet を記入させる。
	
発表を行う際の目標を明確に定めておくことが大切である。割り当て時間数の中で実施する場合，このレッスンで扱われている事柄をすべて実現させようとするのは難しいので，個々の生徒のレベルに応じたポイントに絞って指導にあたられたい。
	50分



■授業展開例２（週２時間，ALTとのTeam Teachingの場合）
週に２時間と想定し，１レッスンあたりの配当時間を２時間とした。

1時間目：Step 1-3 (pp. 104-107)
2時間目：Step 3 (p. 108)

１時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Warm Up，Step 1（p. 104）
① 教科書の文を用いてALT がモデルとなり発表を行う。
② 何人かの生徒に発表者と仮定して発話させる。プレゼンテーション原稿にどのような特徴があるか，気付いた点を述べさせる。
	
ALT に良い例と悪い例を見せてもらうとよいだろう。その際に視覚資料も合わせて用意すると，生徒が本番のイメージをつけやすい。ただ英文を読み上げるのではなく，人前で発表することを前提とした音読をさせる。その際に適切となる声のトーンやストレスを意識させつつ，なるべく多くの生徒に発話させたい。
	15分

	２
	Step 2（p. 105）
① プレゼンテーション原稿の書き方や構成について理解させる。
② ALT の後について音読練習をさせる。
③ 通常の英文との違いを理解させたうえで，音読する際の注意点を把握させる。
	
問いかけや図版を示す表現など，プレゼンテーション特有の言い回しがあるので，これらを適切に使いこなせるように指導されたい。
また，ALT の実演を交えながら，実際に発表する際の細かい仕草もここで指導するとよい。
	15分

	３
	Step 3（pp. 106-107）
① 表の手順に従って，プレゼンテーションに必要な町の情報を書かせる。
② どのような図版が必要になるかを考えさせて，原稿の大まかなプロットを作らせる。
③ 視覚資料を効果的に使う方法を考えさせる。
	
時間内にプレゼンテーション原稿を書ききるのは難しいので，宿題とする。どのような点に注意して原稿執筆や図版の準備を行えばよいか，机間指導にあたる必要がある。
視覚資料には，プリント，大きく印刷された写真やグラフなど，様々な形態があるので，それぞれ目的に適った使い方になるよう指導されたい。
	20分



２時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Step 3（pp. 107-108）
① ペアでプレゼンの練習を行い，気づいたことを指摘させ合う。
② Evaluation Sheet を発表者の数だけ配布した後，発表者にプレゼンをさせる。聞き手には毎回， 発表を聞いた後にEvaluation Sheet を記入させる。
	
発表を行う際の目標を明確に定めておくことが大切である。割り当て時間数の中で実施する場合，このレッスンで扱われている事柄をすべて実現させようとするのは難しいので，個々の生徒のレベルに応じたポイントに絞って指導にあたられたい。
	50分




【このレッスンをProjectとして長期的に扱った場合】
●1～4時間目
まずは自分の町の紹介という視点から，一通りの発表練習を行う。具体的には発声方法（声のボリューム・ストレス・トーン・イントネーション），body language（身ぶり手ぶり・表情・アイコンタクト）と発表内容との効果的な融合，絵や写真といった視覚資料の効果的な利用，聴衆とのインタラクションの取り方など，発表を行う際に重要となる事項を学ばせる。場合によっては既成の発表原稿を用いてこれらの学習をさらに強化することも考えられる。
Step 1と2を基にして，なるべく多くの生徒にプレゼンテーションを実践する機会を与え，先述の発声などのポイントを細かく指導していきたい。またStep 3の表を書かせる際は，何をどこで調べればよいのかを指導してやるとよい。原稿ができ上がれば，まずはペアで練習させて，慣れてくれば人数を増やしたグループでの練習へと切り替え，その後クラス全体に向けて疑似プレゼンを行うなど，活動内容に変化をもたせるとよい。

●5～10時間目
自分の町というテーマで教科書に沿って一通りプレゼンテーション活動が終わったら，今度は新たなテーマを与えるとよい。ある程度内容が偏る自分の町というテーマとは違い，今度はなるべく発表者によって内容がばらけるものがよいだろう。
生徒のレベルによっては，まずモデルとなる短めの文章をところどころ空欄にした状態で教師が提示し，そこに語句や文を埋めさせる形で原稿を作らせ練習・発表させるといった，レベルに合わせた段階の踏み方を考慮する必要がある。その後p.106やp.107の各項目を意識しつつ内容を膨らませていき，最終的にプレゼン原稿の完成版を作成し発表するというステップを踏ませるとよい。
集めた情報を取捨選択させたり，必要な絵・写真・表などを準備させたりするために，教室外の活動も含めた準備期間を持ち，徐々にプレゼンの実施に向けて準備をさせていきたい。Step 3の各項目をペースメーカーとして準備を進めさせ，数週間後に発表会を行ったり，発表の様子をビデオに収めたり，あるいは毎週数人ずつ発表する時間を設けたりしてもよいであろう。
このように段階的に活動を行うにあたり，内容を膨らませるたびにできるだけペアやグループで練習・実践活動を行い，その都度発表の機会を与えることが望ましい。それにより，表現力を高めながら人前で話すことへの抵抗を少しずつ取り除いていくことが可能となる。
なお，教室で順番に発表をさせたり撮影済みのビデオを上映したりする際には，Lesson 17と同様に聞き手となる生徒にそれぞれの発表の評価をさせるのがよい。これを複数回行うと，ほかの生徒の良い点や失敗した点を次に生かしたりできるので，生徒の中で向上心が芽生え，聴衆を意識したよりよいプレゼンを目指すべく，練習にも意欲的に取り組むようになるであろう。

